
10 月は住生活月間
自分らしい暮らしとおうちのことを考えてみませんか？

熊本市現代美術館アートロフト／
びぷれすPlat ( びぷれす熊日会館地下 1階 )

主催 :一般社団法人 全国古民家再生協会 熊本第一支部　後援 :国土交通省、熊本市北区 (予定 )　協力 : 崇城大学 IoTセンター SCBラボ

くまもと住まいりんぐ
　　フェア２０２２

会場

2022. 土土 日10.8 ～ 9 入場
無料

暮らしやおうちに関する悩み事、なんでもご相談ください

☞イベント詳細は裏面をご覧ください

いえの解体って、
どうすればいいの？

おうちのお手入れって
どうすればいいんだろう？リフォームの相談を

気軽にしたい。 新築か中古住宅か
どちらか迷ってる。

空き家を所有している
けれど管理に困ってる。

相続に関する相談って
誰にすればいいの？



イベント紹介

お問合せ :一般社団法人 全国古民家再生協会 熊本第一支部
　　　　　熊本県熊本市北区津浦町 32番 1号　[TEL] 096-351-1876 [FAX] 096-351-1871

❶崇城大学 ×全国古民家再生協会熊本第一支部 ×熊本市北区
　手ほどきプロジェクト発表会

❷古民家フォト甲子園 in くまもと 作品展示

❸ワークショップ各種開催

開催日時；2022.10.8(土)　13:00 ～ 14:00　会場；熊本市現代美術館アートロフト

開催日時；2022.10.8(土)～９(日)　10:00 ～ 18:00　会場；びぷれすPlat

開催日時；2022.10.8(土)～９(日)　10:00 ～ 18:00　会場；びぷれすPlat

　一般社団法人全国古民家再生協会熊本第一支部は、日本の伝統的な住文化である
「古民家」を、後世に残す取り組みを進めています。また、古民家を含む空き家問題に
も積極的に取り組んでおり、発生抑制や利活用、そして維持管理についてのサポート
も行なってきました。その活動の中で、解体となる建物が保存利活用される建物より
も多いこと、そして解体されたものが、ただのゴミとして産廃処分されることに、
悔しい思いを重ねてきました。
　今回発表する「手ほどきプロジェクト」は、そういった木造建築解体を、一般的な
重機による解体ではなく、大工による手解き（手壊し）とし、木材を丁寧に抜き取っ
た上で、価値あるものとして次へ繋いでいく。その価値の表現と繋がりの効率化を
図るために、ICTを活用したデータベース化を目指す活動になっています。
　また、解体についてはネガティブな印象が先行していたと思われますが、この
手ほどきプロジェクトによって、解体を余儀なくされた所有者の、心理的負担も
軽減されると考えており、空き家問題解決の一つとして、多くの市民の皆様に知
って頂き、熊本の循環型社会に向けた取り組みにできればと願っております。

　8月 27日～ 28 日に熊本市の新町・古町にて開催した「古民家フォト甲子園
in くまもと」に参加していただいた方々の作品展示を開催いたします。
　また全国から作品募集した「古民家フォト甲子園」の過去の受賞作品も
併せて作品展示いたしますので、ぜひご覧ください。

　1．住教育カードゲームであそぼう！　（午前の部 11:00 ～ 12:00、午後の部 15:00 ～ 16:00）
　　住教育カードゲームとは、住まいに関する質問が１枚につき 1問記された
　カードを用いておこなうゲームです。大人も子どもも楽しみながら暮らしや
　住まいに関する知識を得ることができます。

　2．廃材を活用した木工ワークショップ
　　やむを得ず解体になってしまった家の廃材を活用し、小さな棚を作成する
　木工ワークショップを開催します。作成した作品はお持ち帰り頂けます。
　お子様と一緒に楽しみながら木と触れ合う時間を作りませんか？

　　　　　　　その他、住まいに関するワークショップ・展示を随時おこなっています。
　　　　　　　ぜひこの機会にお立ち寄りください。

　　　　　　　★廃材リサイクルとして無料で薪木の配布も
　　　　　　　　おこなっています！※数に限りがあります
　　　　　　　　　　　（袋は持参して頂きますようお願いします。）


